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公園でのオープン形式によるこども食堂と障害福祉
一青色信号と黄色信号の家庭やこどもとのかかわりが始まる場所一

小林貴大，五島史子

I. 目的と背景

近年， 日本においては「こども食堂」という取り組みが広まり， 2012 年に東京都大田区で

誕生してから爆発的に増え続けている。認定 NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすび

えによる 2023 年の調査では，全国に 9132 個所あると発表された。この数字は中学校（公立，

義務教育学校）の数とほぼ同数であるが，小学校（公立，義務教育学校）の数 18870 個所を目

標としている°。こども食堂は，経済的な支援のみを提供する場所ではなく，地域の子どもた

ちが安心して過ごせる場所，そして多様な世代が集う交流の場としての役割を果たしている。

特に，公園という公共空間でオープン形式により行われるこども食堂は，これまでの室内型

の活動とは異なり，地域の誰もが自然に参加しやすい環境を提供することができる。公園とい

う場はもともと，遊びや散歩，スポーツ，休憩などの目的で多くの人が訪れる場所である。そ

のため，こども食堂を公園で開催することで，多様な人々が足を運びやすくなり， 自然に集ま

ることができる場所になる。つまり，公園型こども食堂は，こども食堂 1 号店といわれる近藤

氏の提唱する「どなたでもどうぞ」という理念を具現化している 2) 。

また，湯浅が根強い誤解だと言い続けてきた「こども食堂は貧困の子どもを集めるところ」

という間違った社会的イメージを解消する開催形式となっている 2)。さらに湯浅は，居場所に

は well-beingが必要不可欠であり， well-beingを「ごきげん（な状態）」「ごきげん（な暮らし）」

と訳し，その場所でごきげんに過ごせることがその人にとっての居場所になる条件となり，居

場所とはすべての人がごきげんに暮らすために不可欠要素であると述べている 3)。公園型こど

も食堂は，室内型こども食堂と比べ，多くの人が集まりやすいことから，多くの人にとっての

居場所となることが期待される。

本論文の目的は，公園で実施するオープン形式のこども食堂が，貧困支援という枠組みを超

え，多世代交流や障害児・者との共生の場として機能し得ることを考察していくことである。

特に，地域の家庭が抱える問題は多様である。湯浅は子どもが置かれている状況を信号機の色

で例えている 2)。経済的に厳しい相対的貧困状況である「赤信号」や「黄色信号」の家庭だけ

でな<,経済的に安定している「青信号」の家庭も含めて，こども食堂にどのように関わり，
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またその活動からどのような影響を受けて 。いるのかを検討することが必要だと述べている 2)

そこで，本研究では，経済的背景に関わらず， さまざまな背景を持つ家庭や子どもたち，そし
て障害を持つ地域住民のつながりを深め，地域全体の福祉や連帯感の向上に寄与し得るこども

食堂の可能性について，事例を通して探っていく。

n. 室内ではなく公園でこども食堂を開催することの意馨
湯浅によると，こども食堂は交流型と支援型の 2 種類に分けることができ，約 8 割が参加に

条件がない誰でも参加ができる「交流型食堂」と言われている叫したがってその多くが，多

世代交流や地域交流拠点としてのこども食堂として活動をしている 。
4) 

こども食堂を，公園でオープン形式により実施することの意義は，交流型こども食堂として，

従来の室内型こども食堂に比べて，より多くの人々が自然に立ち寄りやすい環境を提供できる

点にある。さらに，こども食堂に賑わいを生み出しやすい。張は， こども食堂の特徴と課題と

して「つながり」と「地域つくりの場」を挙げている”。また湯浅は， こども食堂の大きな目

的の一つに「地域のにぎわいつくり」を挙げ，それが「子どもを中心とした多世代交流拠点」

となり，交流と体験，「つながり」を提供すると述べている。子どもたちは交流と体験を通じて，

価値観を広げることができ，人生の選択肢も広げられると考える 6)。こうした「つながりの提

供」こそ貧困対策に繋がると述べている。

従来のこども食堂は室内での活動が中心で，施設や運営の条件によって，参加する家庭や子

どもが限られてしまうことも少なくない。室内で開催されるこども食堂は，気になるけど中が

見えないため，遠慮や戸惑いが生じやすい。これに対し，公園で開催されるこども食堂は，地

域住民が通りがかりに公園内を見渡すことができる。さらに，立ち寄りやすい環境であるため，

賑わいも生まれやすい。

小林，五島では，こども食堂が室内から屋外の公園に移ることで，地域住民が生活の中でそ

の活動に気づき，参加しやすい環境になり得ることを述べた”。公園型こども食堂には，外か

ら全て見える環境であり，入口も仕切もない公園ならではの参加のしやすさがある。また，公

共の場所であるという共通認識が人を呼び込み，賑わいが生まれ，多世代交流といえる地域(/)

「居場所」となり得る。誰もが気軽に参加することを可能にするなら，湯浅の提唱する，青信

号の家庭が参加することで貨色信号と赤信号の家庭も自然に参加しやすい環境 2) を作りだし

ていると言えるC,岩垣，長瀬，扇原によるこども食盤の役割に関する研究の結果でも，その役

割が「子どもや保護者の居場所」「多世代が交流できる場所」「地域の人とつながりを作る場所」

であることが明らかにされており k），公園で開催するこども食盤は， この役割を担うことがで

きる。
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m. 公園開催で期待される効果

小林，五島で， こども食堂が公園で開催されることによって，地域の多様な人々が気軽に立

ち寄りやすくなり，地域住民同士が自然に会話を交わし，交流する場が生まれることが論じら

れている”。「どなたでもどうぞ」というオープンな形式で運営されるこども食堂は，特に孤

立しがちな家庭や個人にとって精神的な支えとなり，安心して訪れることができる「居場所」

としての役割を果たすことができる。公園という解放的な場が持つ特性が，参加者の心理的な

垣根を取り除き， 日常的な交流を促進する基盤となる。

井上によるこども食堂（室内形式）の空間特性の研究によると，食事スペースのみの空間と，

食事スペースに加えて遊びスペースがある空間では，遊ぴスペースがある方が参加者同士の交

流が生まれやすいという結果がある 9)。公園は，ほぼ全てを遊びスペースにできことから，参

加者同士の交流が生まれやすい空間特性であり，多世代交流を生みやすい効果がある。七星は

こども食堂と居場所の関係について，こども食堂は，子どもの居場所と大人の居場所が融合し，

参加者と場の作り手の境界も融解され，こども食堂に関わる人達の「居場所」といえる場にな

ると述べている 10) 0 

特にオープン形式のこども食堂は，子どもだけでなく大人にとっても居場所となり得る。こ

の形式では，大人同士にも世間話が生まれやすく，会話が深まり，困りごとや悩みの相談にも

繋がる。このような自然な交流が育まれることで，こども食堂は地域の支え合いの核としての

役割を担える。公園という場の特性を活かすことで，こども食堂は，地域住民が互いに安心し

て話を交わせる居場所としての意義を強めることに貢献できる。

w．公園型こども食堂で起こっていること

公園でこども食堂を開催し続けている「エリーズカフェこども食堂」がある。ここは「誰で

もどうぞ」のオープンスタイルで，障害のある人や，地域の人，学生たちが関わり毎月 150~

300 食を準備する。準備を進めていると，こども食堂が始まる前から子どもが集まる。準備を

手伝う子ども，遊ぶ子ども，食べ始める子ども，それぞれがそれぞれの楽しみ方をしている。

みんなでご飯を食べるのではなく，公園に集まり遊ぶことが地域の子どもたちの楽しみになっ

ている。公園で食べる子ども，食べないで遊んで帰る子ども，食事を持ち帰る子ども，好きな

時に来て帰る，ばらばらである。

大人達は公園で世間話を始める。地域の顔がつながり，こども食堂関係者もその中に入れて

もらい，地域との関係が深まっていく。そしてそこは参加者の「居場所」となる。さらに，誰

でも気軽にできる相談窓口としての役割も生まれている。実際の事例を挙げながら考えてい
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1. 事例：母子（未就学児） 母子家庭であり，未就学の子どもは発達
こども食堂に参加している母子から相談を受けた。

障害があり，幼稚園や保育園ではなく，
療育センターヘ通っている。エリーズカフェは障害福

祉サービス事業をしているのか？という相談を受けた。エリ
ーズカフェでは年齢に関係な＜

そこでサービス内容と利用の対象であるこ
未就学児でも利用できるサービスを実施している。

とを説明すると，その家庭にとって必要なサービスであることがわかり，行政ヘサービス利用

の手続きを経て，エリーズカフェの実施する障害福祉サービスの利用へと繋がった。

2. 事倒：小学生（支援級）

こども食堂に参加している母子から相談を受けた。子どもは小学校の支援級に在籍している

が小学校に行けていない。小学校には行けないが公園開催であるエリーズカフェこども食堂に

は親子で来ることができるので，エリーズカフェに通うことはできないか？という相談を受け

た。小学校や行政とも調整をしながら，学校ではなくエリーズカフェヘ行く日を作り，通うよ

うになった。

エリーズカフェには日常的に，放課後小学生が遊びに来る。すると学校には行けずエリーズ

カフェで過ごしている小学生と，学校帰りに放課後遊びに来た小学生がエリーズカフェで出会

い，自然と交流が生まれている。それは今まで学校を休んでいた時には起きえない交流であり，

新たな子ども同士の交流の場となっている。

エリーズカフェは普段，障害福祉サービス事業を実施していることから，他人には相談しに

くい家庭の悩み相談を受け，福祉サービスに繋げるということも自然に起きている。このよう

：こ，エリーズカフェこども食堂が提供する居場所は，経済的支援が必要な家庭にとどまらず，

地域住民の「誰もが参加できる場」となり，気軽にできる相談窓口として機能している。

地域の人たちにとって，こども食堂が気軽に相談できる場所であると認識されることによ

り，通常であれば行政や教育機関の専門窓口に相談することだが，敷居が高く，相談をためらっ

たり，相談することを辞めてしまったり，わざわざ相談するほどのことではないと決めつけて

しまうということを防止できる。障害福祉サービス事業所であるエリーズカフェの主催する公

園型こども食堂では，気軽に相談できる福祉の窓口の役割も担っているといえる。

3. 事例：家に入れない子ども

ェに立ち寄る。普段は何気ない会話や，りし
こども食堂以外の日にも小学生は，ふらっとカフ

談を言い合い過ごして帰るが，ある 1 」 1今 11 帰っ—
C も家に入れないかもしれない」「入れなかつ

たらカフェに来ていい？」とし、う相談を受けた。話を聞くと

らえないかもしれない，父親と上手くし ，親と喧嘩したから家に入れても
‘つてし、なしヽことな ‘‘‘...._ 

そして家に帰ったが，「家に人れなかった」 と系庭環境について話してくれた。
とカフェに戻ってきた。
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この子こどもの家庭状況を把握し，見守る大人は存在するのだろうか？経済的に困っておら
ず，学校でも特に問題を起こしていない小学生であれば，こうした状況になかなか気づくこと
はできない。こういった家庭の会話は， 日常会話ではなされない。何かが起きた後か，起きる

直前に，思い詰めて吐き出される。 しかし，何かが起きる前，つまり事件が起きる前に予防す
る必要がある。

行政は事件が起きた後，「赤信号」となった家庭や子どもに公的措置をとることは得意だが，

予防的な支援については苦手である。しかし，こども食堂は，事件が起きて「赤信号」になっ

てしまう前に，予防的なかかわりを持つことができる。このことこそ，こども食堂が得意とす

ることであり，またこども食堂の役割であると湯浅も提唱し続けている。

行政が，事件が起きる前に相談に来るように訴えかけても，なかなか相談窓口には繋がりに

くいのが現状である。エリーズカフェは，子どもからの気軽な相談窓口となり「居場所」となっ

ている。このような，居場所のない子どもは「孤独」ともいえる。

F.ルッソの「孤独の科学」によると，若年層の孤独の研究が特に重視されなければならな

い。何故なら，この年代の孤独感は生涯にわたって影響するからである。孤独な子どもは青年

期にうつ状態になりやすいという調査結果も示されており，成人になってうつ病を患うリスク

が高いJI)。

子どもの孤独解消のための「居場所」作りは，その子どもの生涯に大きく影響を与える。居

場所についての課題は， 2021 年に孤独孤立対策担当大臣が設置された。したがって，居場所

の課題は，国民的課題であるといえるが，居場所づくりは行政サービスにはなじまないと湯浅

は提言し，こども食堂がその居場所になるという役割が期待されている 12) 0 

V. 公園開催の意馨

こども食堂が公園でオープン形式によって開催されていることの意義は，これまでの室内型

こども食堂の枠を超え，地域社会に新たな可能性を示す開催形式であることにある。公園とい

う開放的な環境は，誰もが気軽に立ち寄ることができ，食事を目的とするだけでなく，自然に

遊ぴや交流が生まれる場となり得る。この形式は，地域住民が心理的な垣根を感じることなく

参加できる条件を整え，子どもから高齢者まで，あらゆる世代が互いに関わり合う場を提供す

る。その結果，地域の賑わいが生まれ，多くの人々が公園を訪れるようになり，湯浅の提唱す

る，黄色信号の子どもが青信号の顔をして参加できる地域の「居場所」となり，地域社会全体

に活気を与え得る 2) 。
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VI. 結論

こども食堂の公園型オープン形式は，地域住民が自然に交流しやすい環境を提供する開催形
式として，こども食堂の新たな方向性を示している。開放的な公園という空間が，地域の多様

な人々をつなぎ，心理的な垣根を取り除くことで，誰もが気軽に参加できるようになっている

点は，従来の室内型こども食堂にはない大きな利点である。

公園型オープン形式には障害児・者が積極的に関わっており，多世代交流の場を超えて，共

生社会のモデルとして機能している。事例1,事例 2 では，公園型オープン形式のこども食堂

が，障害のある子どもたちとその家族に気軽に相談できる場を自然に提供していることを示し

ている。すなわち，行政等の専門窓口へ行く前に，気軽に相談できる窓口の役割を果たしてい

る。このことは，福祉の観点からも大きな意義を持っている。

事例 3 では，「家に入れないかもしれない」と不安を抱える小学生が， こども食堂を居場所

として頼り，家庭内の問題を抱える子どもが気軽に相談できる場として機能していることを示

している。このように，こどもたちが孤立することなく， 日常の不安や問題を話せる居場所を

提供することは，子どもたちの心の支えとなり，彼らの未来に大きな影響を与えている。

F.ルッソが指摘するように，孤独な子どもは将来うつ病や楕神的な問題を抱えるリスクが高

まる叫しかし，湯浅が言う行政が苦手な居場所作りを，こども食堂が担うことによって，そ

のリスクを軽減することができる 12) 。

このように，公園型オープン形式は，単なる経済的支援を超え，地域の福祉向上と共生社

会の実現に向けた重要な役割を担っている。行政の協力を受けながら，地域全体のつながりを

深め，多世代交流をさらに発展させているこの活動は，今後も多くの地域で新たなコミュニティ

モデルとして広がり，持続可能な共生社会を構築していくことが期待される。
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